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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第72期

第１四半期連結累計(会計)期間
第71期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 9,933,420 41,755,902

経常利益又は経常損失(△) (千円) △30,734 123,683

四半期純利益又は当期純損失(△) (千円) 40,665 △268,961

純資産額 (千円) 3,161,230 3,162,145

総資産額 (千円) 18,892,873 18,623,782

１株当たり純資産額 (円) 196.53 196.07

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額(△)

(円) 2.60 △17.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 16.3 16.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 150,707 573,040

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △56,566 △25,781

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 229,826 △318,517

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,377,568 1,102,498

従業員数 (名) 767 758

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり当期純損失を計上している場合に

は記載しておりません。

　　なお、第72期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化

効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 767〔89〕

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名) 449〔85〕

(注) １　従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除く。)であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第１四半期会計期

間の平均人員を外数で記載しております。

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)

紙製品事業 2,568,067

化成品事業 933,531

合計 3,501,598

(注) １　金額は販売価格により算出しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

紙製品事業 3,288,344 1,102,300

化成品事業 3,778,003 1,279,000

その他事業 2,860,873 954,000

合計 9,927,220 3,335,300

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)

紙製品事業 3,294,544

化成品事業 3,781,003

その他事業 2,857,873

合計 9,933,420

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および

連結子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライム問題の影響による株価の下落、原

油・原料価格の高騰、不安定な為替動向などの懸念材料が重なり、景気の先行きに対する不透明感が急速

に増大しております。

このような経営環境のなか当社グループは、「内作紙製品拡販と自社工場（連結子会社含む）100％稼

動」「利益重視の営業」「統合基幹システム稼動・運用」を目標に各事業部門の粗利額の増加、赤字部

門の黒字化に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は、9,933百万円で前年同期比2.0％の減収となりまし

たが、利益面では営業損失27百万円（前年同期は営業損失79百万円）、経常損失31百万円（前年同期は経

常損失72百万円）、四半期純利益41百万円（前年同期は四半期純損失83百万円）といずれも前年同期を

上回る計上となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、販売数量は前年同期に比べほぼ横ばいも販売価格修正により、売上高は

前年同期に比べ73百万円増加して3,295百万円、営業利益は原材料価格の上昇に対し、販売価格修正お

よび生産性の向上で補い、さらに不採算取引の縮小などから前年同期に比べ13百万円増加して33百万

円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、「容器包装リサイクル法」の施行によるレジ袋の需要減から販売数量

が前年を下回り、売上高は前年同期に比べ231百万円減少して3,781百万円、利益については、為替効果

があったものの、原材料価格の数次にわたる高騰に伴うレジ袋仕入価格の上昇に対する販売価格修正

の時期が追いつかず、営業損失45百万円（前年同期は営業損失96百万円）となりました。

「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業と

して展開しておりますが、主要なお客様である大手小売業界における個人消費の鈍化から、売上高は前

年同期に比べ49百万円減少して2,858百万円、利益については、仕入価格の上昇により粗利率が低下、さ

らに当第１四半期連結会計期間から適用した「棚卸資産の評価に関する会計基準」の影響もあり、営

業損失15百万円（前年同期は営業損失2百万円）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末に比べ269百万円増加して、18,893百

万円となりました。主な増加は、現金及び預金の増加274百万円、たな卸資産の増加287百万円であり、主な

減少は、受取手形及び売掛金の減少322百万円であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ270百万円増加して、15,732百万円となりました。主な増加は、借入金

の増加292百万円、賞与引当金の増加128百万円、未払債務の増加132百万円であり、主な減少は、支払手形

及び買掛金の減少273百万円であります。
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純資産は、前連結会計年度末に比べ1百万円減少して、3,161百万円となりました。主な増加は、当第１四

半期純利益41百万円、その他有価証券の時価評価差額の増加80百万円であり、主な減少は、剰余金の配当

94百万円であります。この結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ0.46円増加して、196.53

円に、自己資本比率は、前連結会計年度末の16.5％から16.3％になりました。

　
　
(3) キャッシュ・フローの状況

「営業活動によるキャッシュ・フロー」

税金等調整前四半期純損失35百万円、たな卸資産の増加287百万円、仕入債務の減少273百万円などに

より資金が減少し、減価償却費85百万円、賞与引当金の増加128百万円、未払債務の増加132百万円、未収

入金および売上債権の減少428百万円などにより資金が増加して、営業活動では151百万円の増加とな

りました。

この結果、営業活動全体として前年同期と比べ収入が282百万円の増加となりました。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」

投資有価証券および固定資産の取得による支出57百万円などがあり、投資活動では57百万円の減少

となりました。

この結果、投資活動全体として前年同期と比べ収入が2百万円の減少となりました。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」

借入金が純額で292百万円増加した一方、配当金の支払額58百万円などがあり、財務活動では230百万

円の増加となりました。

この結果、財務活動全体として前年同期と比べ資金が571百万円の増加から230百万円の増加となり

ました。

　

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、1,378百万円と前連結会計

年度末に比べ275百万円増加いたしました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は30百万円であります。

　　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループが事業活動を行う上でのリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性の

ある事項には、以下のようなものがあります。

1) 財政状態、経営成績およびキャシュ・フローの状況の異常な変動

①為替相場の変動

当社の取扱商品には海外からの輸入品が含まれており、主力製品のレジ袋の輸入比率は、平成18年

３月期 59.6％、平成19年３月期 68.6％、平成20年３月期 68.0％、平成20年６月期 67.9％と上昇し

ております。このため、当社は為替相場の変動によるリスクをヘッジする目的で、常時為替予約を

行っておりますが、これにより当該リスクをすべて排除することは不可能であり、為替レートの変動

は当社グループの業績に少なからず影響を与えております。
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②原材料購入価格の変動

世界経済に影響を及ぼした原油価格の高騰に関連して、石油化学メーカーによる化成品原料価格

の数次にわたる値上げを受けるとともに、当社の主力製品であるレジ袋の仕入価格の上昇が継続し

ております。また、製紙メーカーによる紙製品原料価格の再値上げの要請も受けており、今後、更なる

仕入価格の変動が生じた場合、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性がありま

す。

③投資の減損処理

当社グループは、長期的な取引関係を維持するために、特定の顧客や金融機関の株式を保有してお

り、将来の市況悪化または投資先の業績不振等により、損失または簿価の回収不能が生じた場合に、

評価損の計上が必要となる可能性があります。

④固定資産の減損処理

平成17年４月１日以降適用された減損会計により、当社グループの保有する固定資産について実

質的価値が下落し、減損処理が必要となった場合、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼ

す可能性があります。

⑤退職給付債務

当社グループの従業員退職給付費用および債務は、割引率等数理計算上で設定される前提条件や

年金資産の時価および期待収益率に基づいて算出されております。実際の結果が前提条件と異なる

場合、または前提条件が変更された場合には、その影響は累積され、さらに将来にわたって認識され

ることになり、将来期間における費用および債務に影響を及ぼします。また、年金制度の変更により

未認識の過去勤務費用が発生したり、金利環境の変動に伴う一層の割引率の低下や運用利回りの悪

化は、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

⑥債権管理

当社グループは、顧客の支払不能時に発生する損失の見積額について、顧客の財政状態が悪化し、

支払不能または支払能力が低下した場合に、貸倒引当金の追加計上が必要となる可能性があります。

2) 特定の取引先等で取引の継続性が不安定であるものへの依存度について

当社グループ製品の主要な販売先は小売業、量販店であり、国内の景気後退およびそれに伴う個人消

費の低迷や小売価格の変動は、当社グループの業績および財務状況に少なからず影響を及ぼす可能性

があります。

また、当社グループの事業は、競合他社が海外生産を行い低廉な人件費を基に当社グループと同種の

製品をより低価格で提出した場合、価格競争が熾烈化し、その結果、当社グループの売上が影響を受け

る可能性があります。

3) 特定の製品、技術等で将来性が不明確であるものへの依存度について

当社グループ収入の殆どは既存の素材・仕様・規格を基に製造した製品の売上に拠っております。

当社グループでは、顧客のニーズにお応えするよう新製品の開発に取り組んでおりますが、顧客からの

支持を獲得できる新製品または新技術を正確に予想することはできず、またこれらの製品の販売が成

功する保証はなく、当社グループが業界と市場の変化を十分に予測できず、魅力ある新製品を開発でき

ない場合には、将来の成長と収益性を低下させ、業績と財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

また、品質管理につきましては、国際的に認知されている品質管理基準に従って製造を行っておりま

すが、予想を超える重大な品質トラブルが発生した場合には、当社グループの製品全体の評価に重大な

影響を与え、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能性があります。
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4) 特有の法的規制、重要な訴訟事件等の発生について

当社グループの事業は、環境規制や知的財産等の法規制の適用を受けており、訴訟等が発生し、当社

グループに不利な判断がなされた場合には、当社グループの業績および財務状況に影響を及ぼす可能

性があります。

環境省と経済産業省は、容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を効果的に推

進するとともに、容器包装廃棄物の再商品化の合理化を図るため、「容器包装リサイクル法」を改正

し、平成19年４月から施行しております。改正法では、スーパーや百貨店などに、レジ袋や手提袋の有料

化などを通じた削減目標の設定を義務付け、削減努力が不十分な場合は勧告・公表・命令を行う措置

が導入されています。改正容器包装リサイクル法の施行を受け、小売業界と自治体を中心にレジ袋の有

料化が進められるなど、レジ袋削減に向け大手小売業の取り組みが強化されております。

当社グループとしての今後の対応については、各業界の動向を見た上で、従来から進めてきた「薄肉

化」や「環境にやさしいレジ袋の提案」あるいは「紙袋への代替提案」などを進めていきたいと考え

ておりますが、改正法によりレジ袋の需要減が想定され、当社グループの業績および財務状況に影響を

及ぼす可能性があります。

　

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、「容器包装リサイクル法」の施行によるレジ袋の需要減や、原材料価格の高

騰がさらに進むなど、当社グループを取り巻く事業環境は今後も厳しい状況が続くと認識しております。

このような環境のもと、当社グループは「安定した利益を確保すること」を目標として、「紙製品の拡

販」「粗利益の収支改善」「生産性のアップ」「統合基幹システムの稼動・運用」等、各部門における

課題を積極的に進め、業績の向上と企業の長期発展を目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

①重要な設備計画の変更

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

②重要な設備計画の完了

前連結会計年度末に計画していた設備計画のうち、当第１四半期連結会計期間に完了したものは、次

のとおりであります。

　

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの名称

設備の内容
投資額
(千円)

完了年月
完成後の
増加能力

北海道スーパーバッグ
株式会社

北海道三笠市 紙製品事業
紙加工品生産設備
新設

43,222平成20年６月 ―

スーパーバッグ
株式会社

鶴ヶ島工場
(埼玉県鶴ヶ島市)

紙製品事業
紙加工品生産設備
改修

39,500平成20年６月 ―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,630,000

計 57,630,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,861,544 16,861,544
東京証券取引所
市場第２部

―

計 16,861,544 16,861,544 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当社は、平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき、新株予約権を発行しており
ます。

平成16年９月17日発行の新株予約権
　

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 480（注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 480,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり 204（注）２

新株予約権の行使期間 平成18年９月30日～平成20年９月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　204
資本組入額　　102

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
ても、当社の取締役または従業員の地位にあることを
要する。ただし、任期満了による退任、定年退職の場合
はこの限りではない。
　対象者が平成18年９月30日以降死亡した場合は、その
相続人が新株予約権を行使できるものとする。
　その他の条件については、当社第67回定時株主総会お
よび平成16年９月17日開催の当社取締役会に基づき、
当社と新株予約権者との間で締結する契約書に定める
ところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注) １　新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により１株当たりの払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。
　

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

　また、時価を下回る価額で、新株式を発行する場合または自己株式を処分する場合は、次の算式により１株当た

りの払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。
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既発行株式数 ＋
新規発行(処分)株式数 × １株当たり払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行(処分)株式数
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 16,861,544 ― 1,374,756 ― 849,899

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,211,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,442,000
15,442 ―

単元未満株式
普通株式

208,544
― ―

発行済株式総数 16,861,544― ―

総株主の議決権 ― 15,442 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権３個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式447株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
スーパーバッグ株式会社

東京都豊島区西池袋
５―18―11

1,211,000 ― 1,211,0007.18

計 ― 1,211,000 ― 1,211,0007.18
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高(円) 152 165 175

最低(円) 145 151 151

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第２部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附

則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを

受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
 (1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,388,080 1,114,108

受取手形及び売掛金 6,996,794 7,319,157

商品及び製品 2,900,621 2,646,856

仕掛品 289,042 312,686

原材料及び貯蔵品 494,007 437,359

繰延税金資産 242,559 253,825

その他 333,905 515,973

貸倒引当金 △9,456 △8,509

流動資産合計 12,635,552 12,591,455

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,774,242 5,847,201

減価償却累計額 △4,080,535 △4,081,162

建物及び構築物（純額） 1,693,707 1,766,039

機械装置及び運搬具 10,352,258 10,450,410

減価償却累計額 △9,331,793 △9,450,241

機械装置及び運搬具（純額） 1,020,465 1,000,169

土地 1,123,398 1,123,398

建設仮勘定 4,435 5,295

その他 758,950 771,564

減価償却累計額 △669,704 △674,655

その他（純額） 89,246 96,909

有形固定資産合計 3,931,252 3,991,810

無形固定資産 171,439 160,993

投資その他の資産

投資有価証券 1,381,026 1,283,679

破産更生債権等 33,078 32,631

繰延税金資産 169,475 156,389

その他 611,979 447,206

貸倒引当金 △40,928 △40,381

投資その他の資産合計 2,154,630 1,879,524

固定資産合計 6,257,321 6,032,328

資産合計 18,892,873 18,623,782
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（単位：千円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,361,286 8,634,543

短期借入金 2,356,024 1,827,718

未払法人税等 11,116 23,049

賞与引当金 369,249 241,181

その他 889,060 732,919

流動負債合計 11,986,736 11,459,410

固定負債

長期借入金 2,866,121 3,102,710

退職給付引当金 609,053 597,976

役員退職慰労引当金 248,364 278,498

その他 21,370 23,043

固定負債合計 3,744,908 4,002,227

負債合計 15,731,643 15,461,637

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,756 1,374,756

資本剰余金 1,450,226 1,450,226

利益剰余金 339,650 395,669

自己株式 △207,814 △207,638

株主資本合計 2,956,817 3,013,013

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 179,819 99,614

繰延ヘッジ損益 3,884 △28,003

為替換算調整勘定 △64,973 △16,075

評価・換算差額等合計 118,730 55,536

少数株主持分 85,682 93,596

純資産合計 3,161,230 3,162,145

負債純資産合計 18,892,873 18,623,782
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 (2)【四半期連結損益計算書】
 【第1四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

売上高 9,933,420

売上原価 8,550,168

売上総利益 1,383,252

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 704,535

人件費 389,208

賞与引当金繰入額 62,744

退職給付引当金繰入額 24,496

賃借料 54,013

旅費及び交通費 30,702

その他の経費 144,513

販売費及び一般管理費合計 1,410,211

営業損失（△） △26,959

営業外収益

受取利息 35

受取配当金 17,519

持分法による投資利益 6,726

受取賃貸料 8,194

作業屑売上 1,305

雑収入 14,304

営業外収益合計 48,083

営業外費用

支払利息 34,003

為替差損 11,843

その他 6,013

営業外費用合計 51,859

経常損失（△） △30,734

特別利益

前期損益修正益 34

固定資産売却益 1

貸倒引当金戻入額 62

特別利益合計 97

特別損失

固定資産除却損 1,867

投資有価証券評価損 2,411

特別損失合計 4,279

税金等調整前四半期純損失（△） △34,916

法人税、住民税及び事業税 4,407

法人税等調整額 △77,929

法人税等合計 △73,522

少数株主損失（△） △2,059

四半期純利益 40,665

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

17/27



 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第1四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △34,916

減価償却費 85,425

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,494

賞与引当金の増減額（△は減少） 128,068

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,057

未払債務の増減額（△は減少） 132,401

未収入金の増減額（△は増加） 106,772

受取利息及び受取配当金 △17,554

支払利息 34,003

為替差損益（△は益） 11,843

持分法による投資損益（△は益） △6,726

固定資産売却損益（△は益） △1

固定資産除却損 1,867

投資有価証券評価損益（△は益） 2,411

売上債権の増減額（△は増加） 321,683

たな卸資産の増減額（△は増加） △286,770

仕入債務の増減額（△は減少） △273,257

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,883

その他 △37,518

小計 159,052

利息及び配当金の受取額 43,474

利息の支払額 △35,287

法人税等の支払額 △16,532

営業活動によるキャッシュ・フロー 150,707

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,360

固定資産の取得による支出 △54,063

固定資産の売却による収入 126

貸付けによる支出 △665

貸付金の回収による収入 297

その他 1,098

投資活動によるキャッシュ・フロー △56,566

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,309,542

短期借入金の返済による支出 △763,706

長期借入金の返済による支出 △254,120

自己株式の取得による支出 △177

配当金の支払額 △58,440

その他 △3,275

財務活動によるキャッシュ・フロー 229,826

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48,898

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 275,070

現金及び現金同等物の期首残高 1,102,498

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,377,568
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

会計処理の変更

１ 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当第１

四半期連結会計期間から適用し、当社及び国内連結子会社の評価基準については、原価法から原価法(収益性の低

下による簿価切下げの方法)に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べて、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ

10,309千円増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

２ 連結財務諸表作成における存外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における存外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会　平成18年５

月17日　実務対応報告第18号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

これに伴う営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地たな卸を行わず、帳簿たな卸により算出しており

ます。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、簿価切下げを行う方法に

よっております。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を８～10年としておりましたが、当第１四半期連

結会計期間より法人税法の改正を契機とし見直しを行い、８～12年に変更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、減価償却費は4,344千円減少し、営業損失、経常損失及び税金等調整

前四半期純損失は、それぞれ3,059千円減少しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

19/27



【注記事項】

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,388,080千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△10,512 〃 

現金及び現金同等物 1,377,568千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,861,544

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,212,592

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 93,901 6 平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

なお、為替予約取引及び金利スワップ取引を行っておりますが、いずれもヘッジ会計を適用しており

ますので注記の対象から除いております。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

　 【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　
紙製品事業
(千円)

化成品事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

3,294,5443,781,0032,857,8739,933,420 ― 9,933,420

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,294,5443,781,0032,857,8739,933,420 ― 9,933,420

営業利益又は営業損失（△） 33,030△44,529△15,460△26,959 ― △26,959

(注) １　事業の区分は、製品の種類により区分しております。

２　各区分の主な製品

(1) 紙製品事業 ……… 角底紙袋、手提袋、平袋、防湿加工紙、包装紙

(2) 化成品事業 ……… ポリ袋、トレー

(3) その他事業 ……… レジ用紙、事務用品、その他雑貨

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当第

１四半期連結累計期間から適用し、当社及び国内連結子会社の評価基準については、原価法から原価法(収益

性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。　

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益は、紙製品事業が2,327千

円減少し、営業損失は化成品事業が3,674千円、その他事業が4,309千円増加しております。

４　「連結財務諸表作成における存外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会　平成18年

５月17日　実務対応報告第18号)を当第１四半期連結累計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行ってお

ります。

これに伴う営業利益又は営業損失に与える影響は軽微であります。

５　有形固定資産の耐用年数について、当社及び国内連結子会社の機械装置については、従来、耐用年数を８～10年

としておりましたが、当第１四半期連結累計期間より法人税法の改正を契機とし見直しを行い、８～12年に変

更しております。

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益は、紙製品事業が3,059千

円増加しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合がいずれも90％を超えるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年４月30日)

196.53 円 196.07 円

　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,161,230 3,162,145

普通株式に係る純資産額(千円) 3,075,547 3,068,549

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 85,682 93,596

普通株式の発行済株式数(株) 16,861,544 16,861,544

普通株式の自己株式数(株) 1,212,592 1,211,447

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

15,648,952 15,650,097

　

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 2.60 円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 40,665

普通株式に係る四半期純利益(千円) 40,665

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 15,649,308

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

　

(重要な後発事象)

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

当社は平成20年７月16日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法
第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の取得を以下
のとおり実施いたしました。
(1) 自己株式取得に関する取締役会の決議内容
　①　取得する株式の種類 当社普通株式 
　②　取得する株式の総数 300,000株(上限)
　③　取得価額の総額 50,400千円(上限)
　④　取得の方法 東京証券取引所の自己株式立会外買付取引(ToSTNet-3)による取得
(2) 取得日

平成20年７月17日
(3) その他

上記ToSTNet-3による取得の結果、当社普通株式190,000株(取得価額31,920千円)を取得いたしました。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月12日

スーパーバッグ株式会社

取締役会　御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　池　内　　弘　志　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　助　川　　正　文　　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスー

パーバッグ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期

間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平

成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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